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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在の緩和ケアをめぐる課題を説明する
この後の４枚のスライドはこれらを説明するもの
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
文献　Good death in cancer care: a nationwide quantitative study
　　　　Miyashita M, et al: Ann Oncol. 18: 1090-1097, 2007
　　（がん医療における望ましい終末期医療のあり方について
　　　一般市民2548人および遺族513人を対象とした調査）

「がん緩和ケアガイドブック」P11参照

8割以上の多くの人が共通して重要だと考えることとして、スライドに示したようなものがある。

各項目の具体的な例としては、
「痛くないようにしたい」「うちにいるのが一番」
「先生とよく話し合って決めたい」「明日は少しよくなるって思いたい」
「家族も元気でいてほしい」「子供と一緒にいたい」
「自分のことは自分でしたい」「人に気兼ねしないで過したい」
「ものや子ども扱いしないでほしい」「心残りがないようにしたい」など。

文献　Good death in cancer care: a nationwide quantitative study
　　　　Miyashita M, et al: Ann Oncol. 18: 1090-1097, 2007
　　（がん医療における望ましい終末期医療のあり方について
　　　一般市民2548人および遺族513人を対象とした調査）

自然なかたちで亡くなること、と、納得するまでがんと闘うこと、のように相反する意見もある。
このように、重要だと考えることは人によって様々だ、ともいえる。
緩和ケアでは、患者・家族が「大切にしたいこと」を実現できるよう支援していく。

各項目の具体的な例としては、
「自然なかたちで最期を迎えたい」
「みんなに感謝の気持ちを伝えたい」
「普段と同じように、毎日毎日を過ごしていきたい」
「やるだけの治療は十分してもらえたと思っています」
「誰かの役に立っていると感じられる」
「残された時間を知っておきたい」
「弱った姿を人に見せたくない」　など

文献　Good death in cancer care: a nationwide quantitative study
　　　　Miyashita M, et al: Ann Oncol. 18: 1090-1097, 2007
　　（がん医療における望ましい終末期医療のあり方について
　　　一般市民2548人および遺族513人を対象とした調査）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
在宅の緩和ケアを支える地域の医療資源はどのようなものがあるかを図で見てみましょう
このようにたくさんのリソースを有機的につなげていく必要がございます
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2002年のWHOによる緩和ケアの定義を説明する
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全人的苦痛（total pain）についての説明
（No15～17のスライドの調査結果を受けて）
調査結果も示すように
がん患者の希望は多岐にわたり
かかえる苦痛も多面的であり
全人的に捉えなければならない
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
どのような疾患・年齢・状態でも、住み慣れた地域で安心して過ごし続けられるように、地域全体で緩和ケアが提供できること、地域の様々な職種の仲間と顔の見える関係を作っていく事を目指してこの会を立ち上げました。数人で緩和ケアの勉強会から始めましたが、少しずつ仲間が増え、患者さん（利用者さん）への安心のお届けが出来ていると確信しています。
この会は病院・地域の垣根を越えて、緩和ケアに前向きに関わっている方々との公平・公正な交流の場として病院・地域の医師・看護師・薬剤師・ケアマネージャ・ヘルパー等の仲間で構成されております。緩和ケアに関心のある方、どなたでもどちらからでもウェルカムです。
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“Meet The HAP R RL"
PEIE R FIERNEA Healthy Aging Projects for Women (HAP)
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